
 

平成 27 年度 

第２回兵庫県スポーツ推進審議会 

 

と き ： 平成 28 年３月４日（金）13：30～15:30 

ところ ： 兵庫県立ひょうご女性交流館 「501」 

 

 １ 開会 

 

 ２ あいさつ 

 

 ３ 委員・幹事紹介 

 

 ４ 署名委員の指名 

 

 ５ 前回議事録の報告 

 

 ６ 報告事項 

 平成 28 年度の事業概要について 

① スポーツ振興課 

 

② 体育保健課 

 

③ 障害者支援課 

 

 ７ 審議事項 

(1) 「スポーツ振興団体に交付する補助金」 

 

 (2) 「兵庫県スポーツ推進計画の取組を進めるための方策」について 

   ① ライフステージに応じたスポーツ（運動等）の推進 

 

   ② ジュニア期の競技力向上  

 

(3) その他 

 

 

 ８ 閉会あいさつ 

 



 [報告事項] 平成 28 年度の事業概要について 
 

１ スポーツ振興課 

○ 「スポーツ立県ひょうご」の実現 

全ての県民がスポーツを通じて楽しさや感動を分かち合い、共に支え合う兵庫のスポ

ーツ文化を確立することにより、一人ひとりが健康で、いきいきと暮らす社会「スポー

ツ立県ひょうご」の実現を目指す。 

 

１ 生涯スポーツの推進                          

地域におけるスポーツ活動を活性化し、誰もが参加できる生涯スポーツ大会や｢スポー

ツクラブ 21 ひょうご｣の充実及びスポーツ実施者の更なる増加を図るとともに、県民の

自主的・自発的なスポーツ活動に係る諸条件の整備・支援に努め、生涯スポーツを推進

する。 

 (1) 「関西マスターズスポーツフェスティバル」開催事業（7,476 千円） 

「兵庫県スポーツ推進計画」を踏まえた生涯スポーツの振興とともに、2021 年の「関 

西ワールドマスターズゲームズ」開催に向けた機運醸成を図るため、生涯スポーツ大 

会を関西一円で取り組む「関西マスターズスポーツフェスティバル」に位置づけ、生 

涯スポーツへの参加を促進する。 

① 総合開会式の実施 

開催時期：平成 28 年５月 28 日 

場  所：県立三木総合防災公園屋内テニス場（ブルボンビーンズドーム） 

② 種目別大会の開催 

開催時期：平成 28 年４月～平成 29 年３月 

場  所：県立三木総合防災公園ほか県内各地で開催 

種  目：グラウンド・ゴルフ等 計 66 大会（予定） 

③ ｢ひょうご de スポーツ推進月間」の展開（10 月～11 月） 

「スポーツの秋」と言われる 10～11 月を「ひょうご de スポーツ推進月間」と位置 

づけ、運動を始めるきっかけづくりや気軽にスポーツに参加できる環境づくりを進め 

る。 

ア 啓発キャンペーンの実施 

開 催 日：平成 28 年 10 月 1 日 

場    所：県下 10 箇所 

イ スポーツ推進フォーラムの開催 

開 催 日：平成 28 年 10 月（予定） 

場    所：たつの市アクアホール（予定）  

④ 生涯スポーツ指導者等の充実 

地域住民のスポーツ振興や健康保持、世代間交流など、さまざまな地域課題に対 

応できるスポーツ指導者等の養成を推進する。 



ア 生涯スポーツ指導者地区別研究会 

期    日：５月～12 月（県下５会場） 

対 象 者：スポーツ推進委員、スポーツクラブ 21 ひょうご関係者、 

市町教委担当者等 

 イ スポーツ推進委員中央研究協議会 

期  日：平成 28 年 10 月（予定） 

場  所：たつの市アクアホール（予定） 

(2) 兵庫県スポーツ推進審議会（329 千円） 

県民のスポーツ振興に関する重要事項について調査審議する。 

実施時期：平成 28 年９月（予定）、平成 29 年２月（予定） 

(3) 「スポーツ立県ひょうご」創出プロジェクト事業（2,927 千円） 

「スポーツクラブ 21 ひょうご」の各クラブが交流を図り、クラブ間のネットワー 

クを構築することにより、クラブの自主性・自立性を喚起し、地域に根ざした永続 

的なクラブ運営に資する。 

① 推進体制等 

ア 推進体制 

・スポーツクラブ 21 ひょうご推進会議 

・地区連絡協議会 

・市町推進委員会 

イ 連絡協議会 

・全県連絡協議会 

・市町連絡協議会 

② 運営支援  クラブアドバイザー派遣事業（市町連絡協議会等） 

③ 交流事業 ※対象：「スポーツクラブ 21 ひょうご」会員、スポーツ推進委員等  

ア 全県スポーツサミット  

実施時期：12 月 11 日（日） 

場    所：加古川市民会館他 

イ 全県交流事業 

実施時期：６月～３月 

場    所：県内各地 10 箇所（予定） 

④  「スポーツ立県ひょうご」創出プロジェクト 

「SC21 ひょうご」の活動のさらなる充実や市町域を越えたクラブ間のネットワ 

ークの構築を図る。 

場    所：県下各地区 

内    容：ア 大学や企業と連携したスポーツイベントや交流会等の開催 

イ 障害者スポーツと連携した体験教室や交流会等の開催 

ウ 親子で行うスポーツ大会やスポーツフェスティバル等の開催 

エ 全県スポーツ大会の予選会、種目大会、スポーツ教室、 

ニュースポーツ体験イベント、地区クラブサミット等 

※ 上記ア、イのいずれかを必須とする。 



(4) ひょうご・ロシアハバロフスク青少年スポーツ交流事業（1,778 千円） 

友好提携 40 周年を機に、兵庫県とハバロフスク地方とのスポーツ交流を行うこと 

により、両県交流の更なる発展を図る。 

派遣期間：平成 28 年８月 16 日～21 日 (予定) 

実施内容：スポーツ交流（バレーボール）、表敬訪問、関係施設訪問 等 

(5) 山の遭難対策協議会（1,012 千円） 

山の遭難の未然防止および救援対策を協議する。 

実施時期：平成 28 年６月､11 月      ※ 山岳救助器具購入補助（３年ごと） 

(6) 「日本スポーツマスターズ 2017 兵庫大会」の開催準備（7,094 千円） 

競技志向の高いシニア世代を対象としたスポーツの祭典である「日本スポーツマス 

ターズ」の平成 29 年度開催に向けて、実行委員会の設立等準備を実施する。 

大会準備 ア 実行委員会設置   （６月） 

イ 大会視察（秋田県） （９月） 

ウ １年前イベントの開催（９月） 

 

２ 競技スポーツの推進                          

（公財）兵庫県体育協会及び各競技団体と連携して、選手発掘からトップアスリート 

育成までの系統的な指導体制を構築するとともに、本県の競技力向上に努め、オリンピ 

ックや国際大会等で活躍する選手を育成し、県民スポーツの推進に寄与する。 

 

(1) 第２期新兵庫県競技力向上事業（世界にはばたけ兵庫ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）（226,482 千円） 

次世代を担うジュニア選手の発掘・育成や若手指導者の資質向上をめざし、県体育 

協会加盟団体等との連携を通して、将来、オリンピックや国際大会等で活躍できる手 

作りアスリートを育成する。 

① 選手強化事業 

ア 組織充実と強化 

・競技力向上推進委員会 

・スポーツ医・科学委員会 

イ 指導者養成 

・公認コーチ・上級コーチ養成講習会派遣 

・中央競技団体等開催研修会派遣 

・プロジェクト・１会議 

・競技力向上研修会 

・スポーツ指導者海外派遣 

ウ 選手の強化・育成 

・重点競技強化事業 

・一般強化事業 

・未来のスーパーアスリート支援事業 

 

 



② 選手育成事業 

ア ジュニア選手の発掘 

・スーパージュニア育成塾 

・ジュニアスポーツ教室（小・中学生） 

・ゴールデンエイジ・プロジェクト（小学校４～６年） 

・拠点化推進事業 

イ 医・科学サポート 

・スポーツ医・科学支援 

(2) 県民体育大会の開催及び国民体育大会への派遣（57,245 千円） 

名   称 実施時期 場  所 対   象 

第 70 回兵庫県民体育大会 ４月～３月 県内 競技種目選手 

第 71位国民体育大会 

近畿ブロック大会 
６月 22 日～12月上旬 京都府 他 

県代表選手 
第 71回国民体育大会 

９月４日～９月 11日 

10 月１日～10月 11 日 
岩手県 他 

第 72 回国民体育大会 

冬季大会 

スケート・アイスホッケー競技 
１月 27 日～１月 31日 
スキー競技 
２月 14 日～17日 

長野県 

(3) 兵庫県スポーツ優秀選手賞表彰（238 千円） 

オリンピックや世界選手権等の国際大会、また、国内大会等において優秀な成績を 

収めた本県のスポーツ選手を讃えるとともに、本県のスポーツ振興に功績のあった者 

を顕彰する。 

実施時期：平成 29 年２月（予定） 

(4) 東京オリンピック・パラリンピック事前合宿招致事業（2,242 千円） 

平成 32 年の「東京オリンピック・パラリンピック」事前合宿の招致のため、28 年 

度は、27 年度に作成した日英仏語版の「事前合宿招致パンフレット」及びウェブサイ 

トに、中国・ポルトガル語版を追加し、招致ツールの多言語化を図ることで、海外へ 

の発信力を一層高め、効果的な招致活動を本格化する。 

(5) はばタンスポーツ基金活用事業（6,000 千円） 

「はばタンスポーツ基金」を活用した運営費の補助により、国際大会及び全国規模 

の大会を誘致し、本県の競技力の向上に資するとともに、県民に質の高い競技を観戦 

する機会を提供する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 第６回神戸マラソンの開催（67,800 千円） 

スポーツの振興を図り、震災の復旧・復興における経験と教訓、兵庫・神戸の魅力を

国内外に発信するため、２万人規模の魅力ある都市型マラソン大会として「第６回神戸

マラソン」を神戸市と共同で開催する。 

なお、今大会から、フルマラソンニーズに応え、クォーターマラソンをフルマラソン

へ発展的に統合し、定員２万人としてフルマラソンを実施する。 

 

(1) 大会概要（予定） 

①  開催日時  平成 28 年 11 月 20 日（日） 

（11 月 18 日（金）、19 日（土）参加者受付及びマラソン EXPO） 

9：00  マラソンスタート 

16：00 マラソン終了 

② コ ー ス スタート：神戸市役所前 → (折返)明石海峡大橋県立舞子公園付近 

→ フィニッシュ：ポートアイランド市民広場付近 

③ 種    目 マラソン（定員：20,000 人）制限時間：７時間 

④ 主    催 兵庫県、神戸市、兵庫県教育委員会、神戸市教育委員会、 

       一般財団法人兵庫陸上競技協会 

⑤ 共    催 神戸新聞社、朝日新聞社 

⑥ 企画運営  神戸マラソン実行委員会 

⑦ 主    管  一般財団法人兵庫陸上競技協会 

(2) 第６回大会の重点項目（第５回大会からの課題） 

①  震災復興の教訓と感謝を国内外に発信する取り組みの継続  

スタートセレモニーにおけるランナー「２万人で咲かせる『感謝と友情』のひま 

わり」と「しあわせ運べるように」の全員合唱を本年度も実施する。 

さらに、震災復興の象徴である、ひまわりの花をイメージした黄色の手袋をボラ 

ンティアや大会関係者等に配付し、黄色の応援グッズの自発的な作成をホームペー 

ジなどで呼びかけ、コース沿道にもひまわりを咲かせる取り組み「みんなで咲かせ 

る『感謝と友情』のひまわり」を継続する。 

②  ランナー満足度とランナーマナーの向上 

ア エントリー方法（継続） 

(ｱ)  日頃からトレーニングを積んでいる多くのランナーのモチベーションを高め 

るため、「年代別チャレンジ枠」を継続する。 

(ｲ) さらにより多くのランナーに神戸マラソンを体験していただくため、「神戸 

マラソン初出場枠」を継続する。 

イ ランナーサービス（見直し） 

(ｱ) 距離やトイレ表示等を分かりやすいように工夫する。 

(ｲ) ランナーの負担軽減のため、コース後半の一部に洋式トイレを増設する。 

(ｳ) 過去大会の給水・給食実績を踏まえ、効果的な配置と数量を準備する。 

(ｴ) チャリティに多くの方が参加できるよう、チャリティナンバーカードの表示 

方法を見直す。 



ウ 安全・安心な大会（継続） 

(ｱ) 重症事案への対応 

        競技中に発生する重症事案に迅速に対応するため、競技役員、ボランティア、 

救護班の役割分担の確認、相互連携を強化し、救護体制の一層の充実を図る。 

    (ｲ) 緊急時対応訓練 

     緊急時対応マニュアルを基に、災害や大事故などの発生、重症事案への対応を 

想定した初動体制の訓練を９月に行い、大会関係者へ対応フローの周知徹底を 

図り、危機管理意識を高める。 

エ  ランナーマナー（継続） 

大会公式サイトや EXPO などでマナー啓発を行い､大会の質の向上を図る。 

③ 大会の魅力化・ブランド化の促進 

神戸マラソンの個性化を図り、魅力あるものにするため、兵庫・神戸の特性（ジ 

ャズ・スイーツ・グルメ・ファッションほか）を活かしたプログラムの充実により、 

大会のブランド化を促進する。 

また、地域の観光資源とあわせた大会のＰＲを実施することで、海外からのイン 

バウンドも促進し、スポーツツーリズムの推進を図り、インターナショナルな大会 

を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 体育保健課 

○ 体育・スポーツ活動の推進                      

 

１ 基礎体力づくりの推進 

 (1)  「体力アップひょうご」サポート事業の実施（5,828 千円） 

「運動プログラム」（ＤＶＤ）の更なる活用を促進するとともに、小学校のニー 

ズに応じた体力アップサポーターを派遣し、体育授業及び学校体育活動における体 

育・スポーツ活動を支援し、児童の体力・運動能力の向上を図る。また、県下児童 

生徒の体力・運動能力等の調査を行い、その実態を把握し、今後の施策の基礎資料 

を得る。 

① 体力アップサポート専門家会議の開催（６月・11 月・２月） 

② 小学校への体力アップサポーターの派遣 

対  象：小学校 約 70 校 

③ 「体力アップスクール表彰」の実施 

対  象：体力向上に積極的に取り組み成果を上げた学校 10 校程度（小中 

学校） 

④ 体力・運動能力調査統計事業の実施 

対  象：小・中・高校生 約 30,000 人 

実施時期：平成 28 年５月～７月 

 

２ 学校体育の指導 

学習指導要領の趣旨の徹底と指導方法の研究を深め、心身ともにたくましく、活力あ 

る生徒を育成するため、年次計画により県立高等学校を訪問し、学校体育の実態把握と 

学校指導の充実を図る。 

また、各種講習会を開催し、指導力の向上を図る。 

(1)  県立高等学校訪問指導の実施 

対  象：約 30 校 

実施時期：年間随時 

(2)  学校体育に関する講習会、協議会の開催 

名   称 実施時期 場   所 対   象 
県 立 学 校 体 育 主 任 会 ５月上旬 兵庫県中央労働ｾﾝﾀｰ 県立学校体育主任 
中学校保健体育担当教員 
連 絡 協 議 会 
兼 学 校 体 育 安 全 講 習 会 

５月 18 日 兵庫県庁西館大会議室 
県 内 公 立 中 学 校 
体 育 教 員 等 

学 校 体 育 実 技 （ 武 道 ） 
認 定 講 習 会 

８月２日～ 
８月４日 

高 砂 市 総 合 体 育 館 （ 柔 道 ） 

８月 17 日～ 
８月 19 日 

高 砂 市 総 合 体 育 館 （ 剣 道 ） 

学校体育実技指導者講習会 
10 月 12日～ 
10 月 14 日 

県 立 総 合 体 育 館 
幼・小・中・高校 
保健体育担当教員 

学 校 ダ ン ス 研 究 発 表 会 11 月⒘日 たんば交響田園ﾎ ｰ ﾙ 
幼・小・中・高校 
体 育 担 当 教 員 



(3)  幼稚園・小学校教員体育実技指導力向上事業 

幼稚園教員及び小学校教員を対象にした体育実技講習会を実施し、指導内容及び 

指導方法の研修を行い、指導力の向上を図る。 

実施時期：平成 28 年５月～12 月 

場  所：県内５ブロック単位 

(4)  武道・ダンス指導者の養成等指導力の向上（2,616 千円） 

中学校学習指導要領を踏まえ、中学校教員を対象にした武道・ダンスの実技講習 

会を実施し、指導力の更なる向上を図る。 

実施時期：平成 28 年８月 

場  所：高砂市総合体育館 

(5)  第 54 回県学校体育研究発表大会の開催 

学校体育の実践発表を通して、県内各地区、各校種間の交流と連携を図ることに 

より、教職員の資質向上と体育・保健体育指導の理解を深める。 

実施時期：平成 29 年２月２日 

場   所：兵庫県民会館  

 

３ 運動部活動等への支援 

(1)  運動部活動活性化専門家会議の設置 

望ましい運動部活動の在り方等について、実践的研究を行う。 

構   成：学識経験者、部活動指導者、保護者、関係団体、行政関係者等 

回   数：４回 

内   容：体罰の根絶にむけた指導方法や望ましい運動部活動の在り方につい 

て支援員と学校、家庭の連携体制の在り方について部活動への支援 

員の活用や確保について 等 

(2)  「いきいき運動部活動」支援事業（運動部活動指導の工夫・改善支援事業） 

（15,000 千円） 

公立中学校・高等学校に専門的な知識と技能を有する地域のスポーツ指導者を

「いきいき運動部活動支援員」として派遣し、「いきいき運動部活動」（３訂版）

の趣旨を徹底するとともに、教員や生徒のゆとりを確保する中で、生徒への科学的

な根拠に基づく指導及び教職員の指導補助等を行うなど、体罰の根絶や安全で望ま

しい運動部活動をさらに推進する。 

① 外部指導者派遣事業  公立中学校：75 校程度、県立高等学校：30 校程度 

② 指導者養成（事故防止研修含む）事業  

対  象：地域のスポーツ指導者、運動部顧問 

実施時期：平成 28 年５月～９月 

(3)  県立高等学校運動部指導者表彰 

運動部活動の強化と活性化を図るため、運動部の振興発展に功績が顕著な指導者 

を表彰する。 

対  象：全国高等学校総合体育大会等に初出場及び著しく功績のあった運動 

部活動の指導者 



実施時期：平成 29 年３月 

(4)  総合体育大会の開催支援（6,052 千円） 

各種大会を援助し、スポーツの振興と競技力の向上を図る。 

【大会等一覧】 

名   称 実施時期 場   所 

県 中 学 校 総 合 体 育 大 会 
７月 23 日～ 

７月 30 日 
神 戸 地 区 他 

県 高 等 学 校 総 合 体 育 大 会 
５月 28 日～ 

６月 12 日 
県立文化体育館 他 

近 畿 中 学 校 総 合 体 育 大 会 
８月５日～ 

８月 11 日 
和 歌 山 県 

全 国 中 学 校 体 育 大 会 
８月 17 日～ 

８月 25 日 
北 信 越 ブ ロ ッ ク 

 

○ 児童生徒等の健康教育・安全教育の充実                      

 

１ 保健管理･保健指導の推進 

社会環境の変化に伴い、健康問題等も多様化し、その対応には一層の配慮が必要とさ 

れる。そこで、学校保健安全法に基づく幼児・児童生徒の保健管理や保健指導を徹底さ 

せるため、保健部長・養護教諭・学校医等を対象とした研修会･講習会を開催し、その資 

質や指導力の向上に努める。 

一方、幼児・児童生徒の健康の保持増進を図るため、健康診断を実施し、実態把握に 

努め、適正な管理･指導を推進する。  

(1)  県立学校訪問指導の実施  

対  象：30 校 

実施時期：年間随時 

目  的：学校保健の実態を把握し、保健安全指導の充実を図る。 

(2)  保健に関する講習会、研修会等の開催 

名   称 実施時期 場   所 対   象 

兵庫県学校保健主事・ 

担 当 者 研 究 協 議 大 会 
11 月 22 日 西宮市立勤労会館 

小・中・高・特別支援学校 

保健主事・学校保健担当者 

兵 庫 県 学 校 保 健 

研 究 協 議 大 会 
10 月 20 日 姫路市文化センター 学校保健・学校給食担当者 

養 護 教 諭 研 修 会 ４月～３月 県 内 各 地 
小・中・高・特別支援学校 

養 護 教 諭 

薬物乱用防止教室講習会 ７月・８月 県内３箇所（予定） 
小・中・高・特別支援学校 

薬物乱用防止教育担当者等 

エ イ ズ 教 育 研 修 会 11 月（予定） 神 戸 市 （ 予 定 ） 
小・中・高・特別支援学校 

性 教 育 担 当 者 等 

健 康 教 育 研 修 会 ２月（予定） 神 戸 市 （ 予 定 ） 
小・中・高・特別支援学校 

管 理 職 、 教 職 員 等 

学 校 歯 科 保 健 研 修 会 ９月～３月 県 内 ３ 会 場 学 校 歯 科 医 

学 校 医 研 修 会 ９月～３月 県 内 ４ 会 場 学 校 医 

 



(3)  児童生徒等の健康診断の実施（59,362 千円） 

児童生徒等の健康の保持増進を図るため、各学校において毎年４月～６月の間に 

実施する。  

(4)  学校健康教育強化事業 

① スクールヘルスリーダー派遣事業（1,684 千円） 

心身の健康問題の複雑化・多様化により特別な配慮・医療機関等との連携を必 要 

とする子どもに対応し、経験の浅い養護教諭の配置されている学校等を支援するた 

め、経験豊かな退職養護教諭をスクールヘルスリーダーとして学校へ派遣する。 

ア スクールヘルスリーダー（退職養護教諭）の派遣 

・養護教諭未配置校への派遣 

・経験の浅い養護教諭配置校への派遣 

イ 連絡協議会の開催 

② 学校における現代的な健康課題解決支援事業（593 千円） 

児童生徒の現代的健康課題に対応する体制づくりを推進するため、学校・家庭・ 

地域の関係機関等からなる「学校保健支援チーム」を設置し学校保健の課題解決に 

取り組む。 

ア 連絡協議会の開催 

イ 研修会等への支援チーム（専門医等）の派遣 

  ③ 薬物乱用防止教室推進事業（313 千円） 

    薬物乱用防止教室講習会の開催 

      回  数：３回（県内３箇所） 

     内  容：薬物乱用防止教室の開催を推進するため、指導者に対しての講習 

会を実施 

 

(5） がんの教育総合支援事業（1,000 千円） 

学校教育全体の中でがん教育を推進するため、今後のがん教育のあり方について  

検討するとともに、がん教育の推進体制の構築を図る。 

① がん教育のあり方検討会の開催 

構  成：学識経験者、医師会代表、学校保健会関係者、県行政関係者 

内  容：教員用指導資料の作成 

② 研修会の開催 

対  象：保健主事、学校保健関係者 

講  師：文部科学省の検討委員等 

③ 推進校（県内公立中学校）の指定 

内  容：専門家やがん患者等による講演会、生徒意識調査等 

 

２ 安全教育の推進 

交通安全、防犯等に関する指導力の向上を図るとともに、校舎内外の施設・設備・通 

学路等の安全点検を徹底し、学校管理下における事故防止に努める。 

 



(1)  実践的安全教育総合支援事業（2,990 千円） 

児童生徒自身に安全に対する知識や能力を身につけさせる安全教育の充実や、防 

犯・交通安全などの学校安全管理体制の構築を図る。 

① 希望する市町の学校安全推進のための取組を支援 

実施箇所：12 市町 

内  容：学校安全の意識や技能を高めるための教育手法開発等 

学校安全への専門的指導を行うアドバイザーの派遣支援 

② 連絡協議会の開催 

回  数：２回 

内  容：希望する市町組合教育委員会の学校安全対策に対する具体的な対策 

の検討・立案 

③ 学校安全対策会議の開催  

回  数：１回 

内  容：各市町教委が実施している学校安全対策への情報共有 

  ④ 学校安全教室講習会の開催 

       回  数：２回 

       内  容：学校安全教室の開催を推進するため、指導者に対し講習会を実施 

 

３ 学校における食育の推進と学校給食の普及充実 

学校教育活動全体で取り組む食育を実践するため、「学校における食育実践プログラ 

ム（改訂版）」を基本に「食育ハンドブック」や「ひょうごの食べ物資料集」等を活用 

し、食育を推進する方向性や手法、具体例を示すための研修会を開催するなど、県学校 

給食・食育支援センター等とも連携しながら、全ての学校でのより充実した食育の推進 

を図る。 

また、食事内容の多様化と望ましい食習慣の形成に配慮した学校給食の充実に努める。 

(1)  学校教育活動全体で行う食育の推進（6,757 千円） 

① 食育実践推進に関する有識者会議の設置 

教育活動全体を通じて行う食育実践方法を検討するとともに、その周知を図る。 

② 社会的課題に対応するための学校給食の活用事業【新規】 

社会的課題である「地産地消の推進」に対し、特色ある取組、高い効果を上げて 

いる地域や学校の事例を再現実験し、効果を検証する。 

検証結果を広く県下へ周知・普及し、学校給食における地場産物活用率の向上を 

目指す。 

③ 学校給食衛生管理推進研修事業 

学校における食育の「生きた教材」としての学校給食を充実させるため、学校給 

食調理従事者及び栄養教諭等の資質向上を目的とした研修会を実施する。 

実施時期：平成 28 年７～８月 

場  所：阪神地区・播磨東地区・播磨西地区・但馬地区・淡路地区 

(2) 栄養教諭実務研修会の開催 

実施時期：平成 28 年 11 月 



場  所：神戸市 

(3)  学校給食の指導及び調査  

学校給食の実態を把握するとともに、学校給食の充実を図る。 

学校給食施設の衛生管理等に関する状況調査を行うとともに、衛生管理の徹底が 

図られるよう改善指導を行う。（文部科学省「学校給食の衛生管理等に関する調査研究」） 

(4)  県学校給食・食育支援センター（県体育協会）の運営指導 

学校給食用物資供給体制の整備及び学校給食の普及充実を図るとともに、市町・ 

学校等の食育推進に対する支援を行う。 

設置場所：兵庫県加東市山国 2007 

(5)  米飯給食・地場産物活用の推進  

週当たりの米飯回数において、全ての市町が３回以上となることを目標に米飯給 

食を推進するとともに、学校給食における地場産物の活用を推進する。 

 

 

 



○ 県立学校体育施設開放の充実                       

地域のスポーツ・レクリェーション活動の場として県立学校の体育施設の開放を行う。 

【学校体育施設開放予定校】 

市 町 名 学 校 名 市 町 名 学 校 名

御 影 三 木
神 戸 三 木 北
兵 庫 三 木 東
神 戸 鈴 蘭 台 小 野 市 小 野
神 戸 甲 北 加 東 市 社
神 戸 北 西 脇
星 陵 西 脇 工 業
北 須 磨 西 脇 北
舞 子 多 可 町 北 は り ま 特 別
伊 川 谷 北 姫 路 東
須 磨 東 家 島
須 磨 友 が 丘 姫 路 西
兵 庫 工 業 姫 路 別 所
神 戸 商 業 姫 路 南
視 覚 特 別 姫 路 飾 西
尼 崎 姫 路 工 業
尼 崎 北 姫 路 商 業
尼 崎 小 田 香 寺
尼 崎 稲 園 夢 前
尼 崎 工 業 姫路しらさぎ特別
西 宮 龍 野 北
鳴 尾 龍 野
西 宮 北 赤 穂 市 赤 穂
西 宮 南 相 生 市 相 生
西 宮 今 津 福 崎 町 福 崎
西 宮 甲 山 神 河 町 神 崎
西 宮 香 風 上 郡 町 上 郡

芦 屋 市 芦 屋 特 別 佐 用 町 佐 用
伊 丹 山 崎
伊 丹 北 伊 和
伊 丹 西 千 種
阪 神 昆 陽 太 子 町 太 子
宝 塚 篠 山 産 業
宝 塚 東 〃 ( 丹 南 )
宝 塚 北 篠 山 東 雲
川 西 明 峰 篠 山 鳳 鳴
川 西 北 陵 柏 原

猪 名 川 町 猪 名 川 氷 上
有 馬 氷 上 特 別
三 田 西 陵 豊 岡
三 田 祥 雲 館 豊 岡 総 合
北 摂 三 田 日 高
明 石 出 石
明 石 北 出 石 特 別
明 石 南 和 田 山
明 石 西 生 野
明 石 清 水 和 田 山 特 別
明 石 城 西 八 鹿
加 古 川 西 但 馬 農 業
農 業 香 美 町 村 岡
東 播 工 業 新 温 泉 町 浜 坂

高 砂 市 高 砂 南 洲 本
播 磨 南 洲 本 実 業
東 は り ま 特 別 あ わ じ 特 別
北 条 淡 路 市 淡 路
播 磨 農 業 南 あ わ じ 市 淡 路 三 原

計 112校

加 西 市

宍 粟 市

篠 山 市

西 脇 市

丹 波 市

神 戸 市

尼 崎 市

西 宮 市

三 木 市

姫 路 市

た つ の 市

伊 丹 市

宝 塚 市

川 西 市

三 田 市

明 石 市

播 磨 町

豊 岡 市

朝 来 市

養 父 市

洲 本 市

加 古 川 市

 



○ 体育施設の整備及び管理運営（617,264 千円）              

青少年をはじめ広く県民の心身の健全な発達と健康で文化的な生活の向上に寄与する 

ため、県民の体力づくりの場として、手軽に利用できる健康増進のための施設を運営し、 

その整備を図る。 

また､市町における体育施設の整備促進を図るため、学校施設環境改善交付金の調整を 

行う。 

 

（参考）所管施設一覧表 

名　　称
所 在 地
（電 話）

施 設 の 概 要 宿泊定員 休館日
指 定 管 理 者
（指定管理期間）

県 立 総 合 体 育 館
西宮市鳴尾浜1-16-8
(0798-43-1143)

大・中・小体育室、格技室、
トレーニング室、宿泊室、研
修室、ランニングデッキ

　
人

400

年末年始、
月曜休館
(繁忙期は開館)

ひょうごウエルネス
ライフグループ
（H27～31）

県 立 文 化 体 育 館
神戸市長田区蓮池町
1-1
(078-631-1701)

多目的ホール、小ホール、研
修室・会議室、トレーニング
室、プール、 体育室

－
年末年始、
第１月曜休館

ミズノグループ
（H28～32）

県 立 海 洋 体 育 館
芦屋市浜風町30-2
(0797-32-2255)

管理棟、艇庫(２)、陸置場、
貸出用ヨット・カヌー・ボー
ト

－
年末年始、
月曜休館
(繁忙期は開館)

(公財)兵庫県体育協
会
（H27～31）

県 立 円 山 川 公 苑
豊岡市小島1163
(0796-28-3085)

美術館、会議室、プール兼ス
ケート場、貸出用ボート、芝
生広場

－
年末年始、
月曜休館
(繁忙期は開館)

兵庫県体育協会
円山川公苑グループ
（H28～32）

県立奥猪名健康の郷
川辺郡猪名川町杉生
字奥山1-22
(072-769-0485)

管理棟、体育館、ロッジ
(５)、テニスコート(２)、
フィールドアスレチック、
イベント広場

182 年中無休
奥猪名みらい
創造プロジェクト
（H28～32）

県 立 武 道 館
姫路市西延末504
(079-292-8210)

グローリー道場、帝京科学大
学道場、展示・情報コー
ナー、トレーニングルーム、
研修室

－
年末年始、
月曜休館
(繁忙期は開館)

兵庫県体育協会
県立武道館グループ
（H28～32）
【ネーミングライツ
　　　　実施施設】
・第1道場
　グローリー(株)
　（H26～H28）
・第2道場
　(学)帝京科学大学
　（H26～H28）

県 立 兎 和 野 高 原
野外教育センター

美方郡香美町村岡区
宿791-1
(0796-94-0211)

管理棟、宿泊棟(184人定
員)、体育館､食堂・浴室棟､
野外学習棟、運動広場､キャ
ンプ場(第１～第４)
木の殿堂、自然とのふれあい
の森

644
年末年始休館
（木の殿堂は
　月曜休館）

香美町
（H28～30）

県 立 弓 道 場
明石市明石公園1-27
(078-913-0501)

近的10人立・遠的６人立射場
兼管理棟、あづち、矢取道

－
年末年始、
月曜休館

(公財)兵庫県体育協
会
（H27～29）

県立神戸西ﾃﾆｽｺ ｰ ﾄ
神戸市西区玉津町森
友7-1
(078-924-4544)

テニスコート(７)、クラブハ
ウス

－
年末年始、
第１火曜休園

(株)ＩＴＣ
（H28～32）

 



３ 障害者支援課 

 

１ 障害者のスポーツ活動等の推進 

障害者スポーツの振興 

「のじぎく兵庫大会」（第６回全国障害者スポーツ大会）を記念したスポーツ大会の 

実施等により、障害者スポーツの振興を図るとともに、障害者の社会参加と県民の障害 

者への理解を促進する。 

 

(1) 第10回兵庫県障害者のじぎくスポーツ大会の開催（4,624千円） 

平成28年度開催計画 

開催期日 
実施競技等 

開催場所 
競技 対象 

４月29日(祝・金) 
陸上競技 

ﾌﾗｲﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ 
車いす使用者 神戸市 

５月15日(日) 水泳 身体・知的障害者 三木市 

５月20日(金) 一般卓球 精神障害者 
神戸市 

５月21日(土) 
一般卓球 身体・知的障害者 

ﾌﾗｲﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ 身体・知的・精神障害者 

三木市 
５月28日(土) 

陸上競技 身体・知的障害者 

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 
知的障害者 

ｻｯｶｰ 

５月29日(日) 

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

知的障害者 

神戸市 

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ 

６月３(金) ｻｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙﾃﾆｽ 視覚障害者 

11月17日(木) ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 精神障害者 

 

(2) 県立障害者スポーツ交流館等の運営 (35,765千円) 

障害者スポーツの振興拠点として「県立障害者スポーツ交流館」及び「ふれあいス 

ポーツ交流館」を運営する。 

 ① 県立障害者スポーツ交流館 

設置場所：県立総合リハビリテーションセンター内 

施設内容：体育室（バスケットコート２面）、トレーニングルーム、 

更衣室、屋内駐車場 

② ふれあいスポーツ交流館 

設置場所：県立西播磨総合リハビリテーションセンター内 

施設内容：体育室、温水プール、トレーニングルーム、更衣室 



(3) 第16回全国障害者スポーツ大会「2016希望郷いわて大会」への選手派遣･育成 

      （21,459千円） 

岩手県で開催される第16回全国障害者スポーツ大会「2016希望郷いわて大会」に兵 

庫県選手団を派遣するとともに、派遣選手の競技力向上のため、育成強化を図る。 

大会期間：平成28年10月22日（土）～24日（月） 

開催場所：北上総合運動公園陸上競技場ほか 

委 託 先：公益財団法人兵庫県障害者スポーツ協会 

派遣選手数：約80名（予定） 

 

(4) 第28回全国車いすマラソン大会の開催 (4,274千円) 

車いすマラソンを通じて、体力の維持増進、社会参加意欲の高揚を図るとともに、 

広く県民の参加のもとに障害者に対する理解を深める。 

開 催 日：平成28年９月25日（日） 

開催場所：篠山城跡マラソンコース 

委 託 先：公益財団法人兵庫県障害者スポーツ協会 

 

(5) 「はばタンスポーツ基金」事業の実施（2,103千円） 

のじぎく兵庫国体・のじぎく兵庫大会を記念して造成された「はばタンスポーツ基 

金」の運用収入を活用し、競技別全国大会への派遣及び競技団体設立等の支援を行う 

「はばタン障害者スポーツ振興事業」を実施する。 

      実   績：29件（平成26年度） 

 

(6)  ｢スペシャルオリンピックス支援・ひょうごトーチラン2016｣の実施 (500千円) 

スペシャルオリンピックス活動への理解促進と、学生ボランティア等の障害者支援 

のための人材育成、全国大会に兵庫県から出場するアスリートの応援等を目的とし 

て、トーチランの開催を支援する。 

開催時期：平成28年秋頃 

 

(7) 「障害者スポーツ推進プロジェクト」の実施（34,283千円） 

2020 年に開催される東京パラリンピックに向け、ひとりでも多くの日本代表選手 

を本県から輩出することを目指すとともに、障害者スポーツの普及啓発、スポーツを 

通した障害のある方の社会参加を促進する。 

① 2020 パラリンピック推進事業 

ア パラリンピック等普及啓発事業 

   ・リオパラリンピック記念イベントの開催（新規） 

 ・障害者スポーツ出前講座の実施（新規） 

 ・障害者スポーツガイドブックの作成（新規） 

イ パラリンピック出場選手発掘養成事業 

選手発掘のための記録会、競技会等を開催するとともに、練習拠点を開設し、 

選手の総合的なサポートを行う。 



・記録会、競技会等の開催 

・障害者アスリートマルチサポート事業（新規） 

② 地域における障害者スポーツ推進拠点整備事業 

・体育館等バリアフリー化整備事業 

特別支援学校等の既存の体育施設を障害者スポーツ団体に開放する際に必要と 

なる手すり・スロープ等を整備 

・障害者スポーツ環境整備事業 

障害者スポーツ道具の貸与、倉庫等の設置 

・障害者スポーツ推進拠点支援員の設置  

競技指導・助言、利用にかかる各種事務手続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[審議事項(1)] 平成 28年度スポーツ振興団体に交付する補助金について 

［根拠］スポーツ基本法（平成 23 年法律第 78 号） 

第三十五条 国又は地方公共団体が第三十三条第三項又は前条の規定により社会教育関係団

体であるスポーツ団体に対し補助金を交付しようとする場合には、あらかじめ、国にあっ

ては文部科学大臣が第九条第二項の政令で定める審議会等の、地方公共団体にあっては教

育委員会がスポーツ推進審議会等その他の合議制の機関の意見を聴かなければならない。 

兵庫県スポーツ推進審議会条例（平成 23 年 10 月７日条例第 41号） 

第２条 審議会は、教育委員会の諮問に応じ、次に掲げる事項を調査審議する。 

(2) 法第 35 条の規定によるスポーツ団体に対する補助金の交付に関する事項  
  （千円） 

 

スポーツ 

振興団体名 
事業名・事業概要 

補助 

率 

Ｈ27 

補助 

金額 

Ｈ28 

補助 

金額 

所管課・係 

1 
公益財団法人 

兵庫県体育協会 

公益財団法人兵庫県体育協会運営費補助 

 県民の体力の向上、児童・生徒の健全な発

育及びスポーツ精神の高揚を図り、もって本

県スポーツの振興、健康の増進、文化の高揚

及び福祉の増進に寄与することを目的とする

当該協会に対し、運営費の一部を補助する。 

定額 42,805  42,606 
体育保健課 

管理班 

2 
公益財団法人 

兵庫県体育協会 

第２期新兵庫県競技力向上事業 

 選手の発掘からトップアスリート育成まで

の計画的な指導体制を構築することにより、

次世代を担うジュニアアスリートを育成し、

競技人口のすそ野を拡大するとともに、トッ

プアスリート層の拡大を図るため新兵庫県競

技力向上事業の成果を基盤に、更なる育成・

強化事業を推進する。 

定額 218,528  210,482 
ｽﾎﾟｰﾂ振興課 

ｽﾎﾟｰﾂ班 

3 
公益財団法人 

兵庫県体育協会 

国民体育大会兵庫県選手団派遣事業 

 国民体育大会の近畿地区の予選会である近

畿ブロック大会と本大会に出場する監督・選

手派遣費等を補助することにより、本県選手

団の活躍を促進し、本県におけるスポーツ振

興に大きく寄与することを目的とする。 

［国民体育大会］岩手県、長野県（冬季） 

 ①第 71 回本大会 

（平成 28 年 10 月 1 日～11 日） 

 ②第 72 回冬季大会 

（ｽｹｰﾄ・ｱｲｽﾎｯｹｰ：平成 29 年１月、ｽｷｰ：2 月） 

［近畿ブロック大会］京都府 他 

①本大会（平成 28 年 6 月 22 日～8月 28 日） 

②冬季大会（平成 28 年 11 月～12 月） 

定額 34,275 56,568 
ｽﾎﾟｰﾂ振興課 

ｽﾎﾟｰﾂ班 



 

4 

公益財団法人 

兵庫県体育協会 

加盟団体等 

「はばタンスポーツ基金」活用事業 

 「のじぎく兵庫国体」「のじぎく兵庫大会」

の余剰金により創設した「はばタンスポーツ

基金」の運用収入を活用し、全国規模の大会

を誘致することにより、本県選手の競技力向

上に資するとともに、県民に質の高い競技を

観戦する機会を提供する。 

［大会名］ 

① 第 45 回全日本男子パワーリフティング 

② 2016JVA ビーチバレーボールシリーズＡ 

③ “海の甲子園”ユースセーリング 

スピリッツ級海の甲子園大会 

④ 第 36 回全日本ジュニア選抜室内テニス 

選手権大会(JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸ) 

⑤ 第 25 回全国中学新人競漕大会 

⑥ 第 35 回全国高等学校女子ソフトボール 

選抜大会 

定額 6,000  6,000 
ｽﾎﾟｰﾂ振興課 

ｽﾎﾟｰﾂ班 

  

 
計 301,608 315,656 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 [審議事項(2)] 

「兵庫県スポーツ推進計画の取組を進めるための方策」について 
 

① ライフステージに応じたスポーツ（運動等）の推進 

  ・スポーツをする子どもの増加に向けて 

 

 

 

 

 

 

 ・成人のスポーツ（運動）実施率の増加に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

② ジュニア期の競技力向上  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 


